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前後の露光期間にもかかわらずいずれも感光しなかっ

た.供試放射性γ-BHCはペーパークロマトグラムで

は 2FJgあれば検出できると考えられるので, この実

験で浸透移行したとしても,その良は最初の附岩出に

比べて極めて放免であったといわなけil.ぱならない.

本実験で班用した乳剤は,浴剤としてキシレン,罪

面活性剤として Tritonxl00 である.これらは放物

体への浸透移行の研究目的には不適当であったかもし

れない.しかしより明確な結論を導くにはより比放射

能の強いγ-BHCを用いる必要があろう.

γ-BHC は植物体に浸透し,他茎∃掛こ移行し易い殺

虫剤ではないと考える. ノ

ー 摘 要

γ-BHC･1･C14(比放射能0.398JJc/mg),キシレン,

TritonxlOOを組成とする乳剤を調製し,水で稀釈し

て稲,ダイズに唄雷,琉下,浸汲,浸根して,r･BHC

がこれらの植物体円に浸透移行するか石かを試験した,

オートラジオグラフィーの結果から,附宕部位の周辺

には明らかに放射能を検出できたが,他の茎葉ではほ

とんど検出できなかった.比放射能のより近いγ-BHC

で追試すれば.植物体円への浸透移行を証明すること

ができるかも知れない.しかしγ-BHCは植物体内に

浸透移行し難い化合物であろう.
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RadioactiveT-BHC emulsion,consisting of

γ-BHC･1･CIJ(0.398ILc/mg),Ⅹylene,tritonX-

100,andwater,waspreparedtostudysystemic

Actionofγ-BHCinplants.Whentheradioactive

emulsionwassprayedordroppedonleafb一ades

ofricep一ant,orofsoybeanp一ant,radioactivity

vasfoundonthedepositedsitesanda一soon

thesurroundingareas,butnoton血eo仏er

tillersorleaves,asseeninfigs.1,2and3.

When roots orleaves.Ofrice plantwere

immersedin theradioactiveemulsion,strong

radioactivitywasdetectedonthetreatedroots

orleaves, butusuallynoton theupperor

untreatedleaves,asshowninE主gs.4and5.

Theresultsobtained areratherinconsistent

with somepreviousstudies, which ha寸ebeen

shown by using bioassay,thatγ-BHC has

systemicaction.

Inordertomakethispointclear,radioactive

T-BHCwith astrongerspecificactivitywillbe

required.

Itmaybeconcluded, thatr-BHC doesnot

easilypenetratethep一antcutic一enortranslocate

withintheplanttissues.

EfEcctoEChlorinalcdTerphenylOZIEv叩OrationofAT･BHC.ModeofActionofBHC.ⅠⅠⅠ.
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CIJ揺劫 γ-BHC乳剤に chlorinatedterphenyl(Aroc]or5460)を加え,γ･BHC の揮発が抑 -J

制されるか否かを放射能の減少から調べた.Clllorinatedterpllenylを加用すると r･BHC の減

少速度は抑えられるが,野外で作物害虫に chlorinated terpheny]加用 BHC 剤を用いても,

その殺虫力の持続はあまり期待できないであろう.
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r-BHC は比較的蒸気圧が高いため (9.4×10-6Fnm -

Hg20oC),散布後の残効が短かい.効力の持続を計

る目的でchlorinatedterphenylが発見され,Aroclor

一と呼ぶ名で商品化された】･2,3.1).

われわれは CIJ標識 γ-BHC を用いて較効及び

効力持続に及ぼすchlorinatedterphenylの好哲を調

べたので報告する.

材料及び方法

1.ガラス坂上での実験

前報で合成したγ-BHC･1-Clllong,XyleneO･2ml,

TritonxlOO1/2滴,水 0.8mlで供試 γ-BHC乳剤
を調製した..

あらかじめ清浄にした垣径 18mm の円形か -ヾグ

ラスにミクロシI)ンジ用注射缶に1/4注射針を附し,

Cll按識 γ･BHC乳剤を1描あるいは2清流下した.

この方法で本乳剤1滴は約 0.004ml,その中には γ-

BHC･1-C14が約40iJg含まれていることになり,カ

バーグラス 1cm℡あたり約 15.8,ugの γ-BHCに相

当する.

1滴に含まれる TIB由Cの2倍塁に相当するように

調製した chlorinatedterphenylアセトン紋を同じ

方法で5括あるいは10活を, BHC乳剤を滴下した

上に直ちに琉下し,カバーグラスに均一に拡展した.

chlorinated terpllenyl量は Cl.捺誠 γ-BHC星

の2倍,すなわち乳剤 1滴の場合には約80FEg,2活の

場合には約 160jLg添加したことになる.
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アセトンのみを同様に摘下して対照とした.

処理したカバーグラスは試料皿に入れ 屯射日光の

当らないガラス墓におき,γ･BHC-1･Cllの放射舵を

処理直後から7日間は毎日,それ以降は歎日掛 こGM

管 (マイカ窓 1.5mg/cme)で 1cmの距鑑から3-6

分間計数して訊べた. 実験期間 (4月16日～5月11日)

中のガラス室内の温度を午前10時,年致3時に観測し

た.処理後7日間の10時の室温は15-17.2oCであっ

ナこ.

2.稲柴での実験

ポットで均一に栽培した愛知旭 (分けつ 4-5本)

の展開柴から2柴日の柴身に,㌔chlorinatedterphenyl

を 7･-BHC･1-Cl一虫の2虐あるいは4倍になるよう

に添加した C】l標識 γ-BHC0.05% 乳剤 (1の乳剤

-を更に稀釈して調製)を1滴ずつ2カ所に滴下した.

Chlorinatedterphenylを添加しない C11掠設 T-

BHC乳剤で同様処理して対照とした.

5月8日に処理した稲はガラス室におき,均一に乳

剤が広庭した5カ所を選び,処理後毎日一定時刻に,

滴下部に,セロハン紙を載せ,更にその上にi日経5nml

の円孔の鉛板を重ねてGM管 (マイカ窓1.5mg/cme)

で10分間計数して放射性γ-BHCの消失を調べた.

結果及び者桑

カバーグラス上での計数の結果を第1衷及び節1図

に示す.

この実験の条件下でγ･BHCの消失はかなり透かで,

Table-II DisappearanceoECH･T-BHCdepositedonapieceofgla_Ss
platewith orwithoutchlorinatedterphenyl.

~onedropcontainedabout40ILgofC14-γ･BHC. Indexshowedas100justaftertreatment.
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Table2. DisappearanceofClJ･T-BHC
depositedonriceplantleafwith Orwithout

0 5 10 15 20 25

Days

Fig1. I)ecreaseofradioactivityofradio-

activeγ-BHCdepositedonaplePeOfglass
platewithorwitht〉utchlorinatedterplleny).+-●-●-RadioactiveT-BHCemulsion

ldrop.I
〇一〇一〇一 Radioactiveγ･BHCemu一sion

lむOpwitlladoub一eamqunt
ofcIllorinatedterpIlenyl.▲-■-■-Radioactiver-BHCemu一sion
2drops.

ローローロー Radioactiveγ-BHCemulsion
2dropswith adoubleamount
ofdlloTinatedterphenyl.

いずれの場合 も施用数日後には半虫以下となった.

Chlorinated terphenylを加えた場合は揮発が抑制

きれ,持続期間が長くなった. しかし夏季野外で r-
BHC を散布した場合には,気温も高く,風もあるた

め,その揮発は一層促進されるであろう.

SultivanandItornstein(1953)1㌧Tsao,Ching-

H'siら(1953)Bはいずれもガラス坂上に Iindや eあ
るいは lindaneに chlorinatedtとrphenylを加用し

て;その残効を生物試験及び惑星の減少から定虫して

いるが, それらの結果では･cIlloTinatedterphenyl

の 1-2倍加用により,残効が著しく延長している.

われわれの C14 標識 TIBHC を用いた実験では

chlorinatedterphenylの有紐にかかわらずかなり速

かに減少した. その理由は Sullivan 等の施用した

γ-BHC塁例えば 100mg/fteに比べてわれわれの施

用塁がはるかに少ないためと考えられる,

稲の袋に施用した結果を第2表に示す.最初の放射

能が少ないため長期間の計数ができなかった.またこ

れ以上を施用すると,滴下部に薬告を竺じるので,増

虫することができなかった. この実験の範囲では,

γ-BHC は速かに消失し,clllorinatedterphenylの

効力延長効果は全 く現われていない.･実際に作物に

T-BHC剤を散布した場合,その附石見は極めてわず

かであり5'･慣行施用塁では chlorinatedterpheny1
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の有矧 こかかわらず数日間で殺虫効力を期待すること

ができなくなると考えられる.

Chlorinatedterphenylの加用によって γ-BHC

の残効を延長し,長く殺虫効力を期待し得る場合は,

家屋内苦虫の防除などのためにかなり温厚に用いる時

に限られるであろう.

カバーグラスに滴下したC14-γ･BHCは計数終了後

(25日後), メタノールに溶かし集めて, Mitchell

(1957)6)による逆相ペーパークロマトグラフにより展

開し分解しているか石かをオ｣トラジオグラフで検出

･を試みたが,露出期間中の感光で失敗した.I

摘 要

C14標識γ-BHC乳剤をつくり,これにcIllorinated.

t占rphenylを加用してガラス枚,稲の薬身に摘下して,

γ-BHCの消失をGM管で毎日計数した.Clllorinated

terphenylの添加によりガラス坂上の γ-BHCの揮

発は抑制された,しかし野外で作物苦虫駆除にγ･BHC

剤を施用する場合,作物への附署長が極めて少く,気

象条件にも彫響されるのでchlorinatedterphenylを

γ-BHC剤に加用しても,防除効果を延長することは

あまり期待できないであろう.
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R占Stlm占

ItIlaSbeenknownthatcIllorinatedterpltenyls

haveapropertytorestrain theevaporationof

r･BHCfrom th?depositedsuTEace･Chlorinated

terpIlenyl(Aroclor5460)wasaddedtoγ･BHC-

1-Cllemulsiontotesttheeffectofchlorinated

terphenylon thepersistenceofresidualaction

ofγ-BHC.

RadioactiveT-BHC emulsionwith orwithout

clllorinatedterphenylwasdroppedonapieceof

glassplate18mmindiameterandariceplantleaf.

Decreaseoftheradioactiver-BHC-1･Cl1was

measuredeveryday afterthedeposition, by

usingGM counter.

ResultsobtainedaregiveninTables1and2

andFig.1.

Evaporationofredioactiveγ一BHCdepositedon

theg一assplatewasrepressedwhenchlorinated

terpheylwasaddedtotheradioactiver-BHC

emulsion. On theotherhand,theeEEectof

chlorinated terphenylwasnotObservedwhen

theemulsionwasdepositedonariceplantleaf･

Itseemsinthelattercase,amountohadioactive

7･-BHCdepositedonthe leafwasnotenough

totracetheradioactivity.Itisremarkable,

however,applicationofhigherdosageofT-BHC

tocropsmayTeSultinp一antinjury.

ItisconsideredthatBHCemulsioncontaining

chlorinated terphenylisonly effectiveEorthe'

controlofllOuSeholdandcattleshedinsectsas

residualtypespray.

ThelnfJuencc80fTenpcralllrePPOntheGrowthandlteproductionoftheCasc･hear王ng

ClothesAIoth,Tt'TZeaPeLLl'onelLa(L.).SachioX Ŵ̂ 1rARA(EntomlogicalLaboratory,College
ofAgriculture,KyotoUniversity,Kyoto).Received Oct.31,1959.Botyu-Kagaku, 24,
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受理

イガ TL'neapellE'onellaの生頂と大鼓飼育に好適な温皮を知るために,いろいろの温度のもとで成

虫の寿缶,産卵数,那,幼虫の発育欄間,羽化曲線について調べた.

は ■じ め に

イガ:Tineaz･ellt'olZellaは温軌 熱柑をとわず世界

各地に広く分布し,食性の範囲もひろく,動物性物質は

もとより粒物性の物矧 こまで被告がおよぷといわれて

いる.一般にはコイガTL'neolabZssellLella(Humm.)

とともに重要な羊毛害虫としてよく知られている.羊

毛告虫としての重要性を世界的にみた場合はコイガに

つぐものとされているが,.インドや故国においてはコ

イガよりむしろ一層重要な苦虫というべきであろう.

･コイガについては従来多くの研死者によりいろいろ

の面から研究され 8-15.5)とくに最近では広く栄養生理

の面からも追求されてきている10一.これに対しイガに

ついての研究はきわめて少い.わずかに山田Il'の自然

環境における生活史の取払 Cheema寸)の一般生態に

ついての研究の他2,3があげられるにすぎない.

著者が本論文をはじめとして行いつつある一速の研

究の目的には2つある.1つはまだ十分に研究の行き

とどいていない本軽の生活史ニー般生態をあさらかに

★京都大学良学部昆虫学研究室某紙 節334号 :

すること,もう1つはこれらの知識にもとづいて本超

の有効な大虫飼育法をあさらかにすることである.本

軽のように符に屋内に生息し比較的安定した環境条件

にうまく適応して生返を続ける種について,ある温皮

条件下における.生活史,習性を調べろことはひいて

は広く一般屋内苦虫の生態学的研究をすすめるにあた

って1つの手がかりにもなり得る.本位を殺虫剤 (と

くに羊毛防虫加工剤)に対する生物試鹸用昆虫として

もちいる似合その共闘すべき条件はまず第1に生理学

的にも形態学的にもなるべく均質であることが重要で

ある.すなわち英剤に対する感受性ができるだけ等し

く安定したものでなければならない.また容易にすみ

やかにしかも大員に飼育し縛ることがのぞましい.そ

のためには飼育環境要因,とくに食物,Bi庶,湿度,

飼育密皮などを組み合せた本超の最適飼育条件を兄い

だすことからはじめる必要があろう.

本文に入るに先立ち,終始御相弔を琉き,かつ御校

閲を賜った円田陵郎教授に厚く御礼を申し上げる.ま

た有益な抑助言を賜った河野達郎助教授,終始いろい

191


